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研究成果概要

排気ガスの大気乱流拡散
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研究終了時期昭和43年3)］

1. 目的

交通機関からのイi古，危険物の流出にさいし，それ

が拡散する過程における流体力学的効果の役割をしら

べて汚染防止に奇与する。まず物体後方に生ずる非定

常流あるいは乱流による拡汲への影瞥を研究する。

2. 概要

甲洲l街道における自動車排気ガス中 CO濃度の船研

排気ガス拡散現象共同研究会による測定結果と理論式

の比絞検討をおこなった。

また排気ジェットの理論をもちいて排気口有効凶さ

の推定をおこなった。

3. 成果

理論式と測定データは定性的によく一致した。拡散

パラメータが確定すれば，理論式は排気ガス濃度推定

に役立つことになる。
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